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【背景・目的】 

紫外レーザーは短波長性・高光子エネルギー

性から微細加工に適している．微細加工におい

ては，小スポット径，高照射強度により加工を

行うためビーム品質（M2 と拡がり角）が重要

となる．そこで，原理的に高ビーム品質が得ら

れる軸方向放電励起方式に着目した．この方式

は放電方向とレーザーの出力方向が同一の方

式である．放電管に長さ数十 cm，内径数 mm

の誘電体チューブを用いるため，円形ビームが

得られる[1]．放電長が長く放電断面積が小さ

いため，拡散ストリーマ放電により均一な放電

が得られ，きれいな利得分布が形成され，きれ

いな（ガウシアン分布の）ビームプロファイル

が得られる．共振器長が長く出力開口が小さい

ので余分な発振モードが出力されず，拡がり角

が小さくなる．以上により軸方向放電励起方式

では高ビーム品質が期待できる．そこで，本研

究では，軸方向放電励起方式における高ビーム

品質レーザーの実現を目的として，N2 レーザ

ー（337 nm）において実験を行った． 

 

【実験装置・結果】 

Fig. 1 はウォールカップルダイレクトドラ

イブ回路を用いた軸方向放電励起 N2レーザー

装置図である．放電管は長さ 30 cm，内径 2.5 

mm，外径 7 mmのガラス管である．共振器は

平面反射鏡と平面出力鏡で構成されている．放

電管と Alシートによってコンデンサを形成し

充電容量（25.9 pF）としたため低入力エネルギ

ーでの発振となる． 

Fig. 2 は，繰り返し周波数 40 Hz，N2ガス圧 

0.4 kPa における二次元ビームプロファイルと

x方向のプロファイルである．円形でガウシア

ン分布のビームが得られた．このとき，出力エ

ネルギーは 2.6 µJ，パルス幅は 7.2 ns，ビーム

拡がり角は 0.62 mrad（全角），放電開始電圧は

-25.0 kV，充電電圧は-29.0 kVであった．充電

容量と充電電圧から入力エネルギーは 10.9 mJ

であった．利得長が長いため低入力エネルギー

でもレーザー発振し，自然放出光が抑えられ，

拡がり角が小さくなったと考えられる． 

 
Fig. 1. 実験装置 

 

Fig. 2. ビームプロファイル 

    

詳細は，講演にて発表する． 
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